
当町は過疎化が進み事業所も少なく日中は町外で働いている人
が多い。一方、町内在住者はもとより、自然環境・子育て環境の良
い本町へ移住し子育てしながら起業・就職したいと考える女性等
が増えている。そのような状況から町内商工会等関連団体等と連
携し、女性の活躍による地域経済の活性化を図るため、起業等を
行いたいと考える女性を支援する取り組みを実施する必要がある。

地域の実情と課題

大台町雇用・定住促進協議会、大台町商工会、大台町産業課・企
画課

連携団体

今後も町・商工会・大台町雇用・定住推進協議会が連携し、引き続
き今回のセミナー受講者や女性起業者に対するフォロー・支援体
制をとっていく必要がある。

今後の課題

参加者へのアンケートから、「将来お店を開きたいと思えたか」とい
う問いに対して４６％が「ぜひ開きたい」、３６％が「条件により検
討」、１８％が「一人ではなくグループで」という結果であった。

女性起業家による講演・ワークショップ、また相談員研修を受けた
相談員が同席することで、起業への不安解消につながり、自分が
思い描くビジョンを具体的にもってもらうことができ、起業の実現に
向けて意欲が出る結果を導けたのではないかと思われる。

事業の効果

大台町女性活躍推進連携事業【大台町】

子育て世代の女性を対象に、子育てしながら「趣味・生き甲斐」を
プチビジネス化し、子育てがひと段落した段階で本格的にビジネス
化することで女性が活躍できるまちを創り上げることを目的とする。
起業支援セミナーへの参加者目標は３０名としたが、座談会形式
としたことにより１３名の参加に抑え、名刺交換など気軽に情報交
換ができる雰囲気が生まれ、参加者同士のつながりができた。

目的・目標

開催会場のカフェ店主含む２人の女性起業家による講演やワーク
ショップを行った。会場を講演者が経営するカフェに設定したことに
より店づくりのイメージが膨らませやすくなり、また座談会形式にし
たことにより話しやすい雰囲気が生まれ質問も多く出るとともに参
加者同士のつながりもできた。

事業の特徴



事業の概要

●相談員研修

セミナー開催に向けた相談員研修を開催し、関連部署及び
関連団体の職員が参加。セミナー開催以降も相談に応じて
いく。

●起業支援セミナー

開催会場のカフェ店主含む２人の女性起業家による講演や
ワークショップを行った。会場を講演者が経営するカフェに設
定したことで店づくりのイメージが膨らませやすくなり、また
座談会形式にしたことにより話しやすい雰囲気が生まれ、質
問も多く出ていた。

●ワークショップ

自身の起業イメージをイラストに描くことにより、具体的なお
店づくりや将来のキャリアイメージを持ってもらった。

●ワークショップ（プレゼン）
自身が描いたイメージをみんなの前で説明することにより、具体的
なビジョンを自身で確認することができ、また、他の参加者の話を
聞くことにより刺激を受け、夢の実現に向けて意欲が出る結果を
導けたのではないかと思われる。セミナー終了後は参加者同士が
アフタートークを行い、名刺交換も行われつながりができていた。
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